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　　　色もどりのない木材の鉄汚染の除去方法
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　はじめに

　木材は水の存在下で鉄と接触すると鉄汚染を生ず

る。それは灰黒色，青黒色など暗色の色調を呈し，タ

ンニン含量の多い材に発生しやすい。後天的汚染であ

るため木材表面に多く発生し，汚染除去も比較的容易

である。通常，シュウ酸水溶液を塗布し除去するが，

時間がたつと酸やけで赤変したり，光照射で再び黒く

なることが多い。シュウ酸処理後に水洗すればこの障

害はある程度防ぐことができるが，多量の水を必要と

する上，水洗後の乾燥で割れ，そりなどが生ずる。ま

た組み立て終了後の家具部材に発生したもののように

水洗の困難な場合も多い。そこでシュウ酸処理後の木

材面に薬剤を再塗布して，このような障害を取り除く

ことに成功した。

　なお，本報告は日本木材学会北海道支部大会（昭和

55年10月，旭川市）で発表したものの要旨である。

　実験方法

　供試材：  ミズナラ化粧合板を使用した。薬剤効果

の相互比較を明確にするため，塩化第2鉄FeCl3．

6H2Oの1％水溶液を50g／m
2塗布し，室温に1晩放

置して鉄汚染を発生させ，供試した。

　薬剤の塗布：鉄イオンとの反応が期待される有機

及び無機化合物50余程を，0.2～10％水溶液として

50g／m2塗布した。

　測色及び色差の算出：  測色色差計を用いLab系

で表色した。処理前後の色差をJIS Z 8730により算

出し汚染度又は光変色度とした。

　光照射処理：直射日光又はカーボンアーク灯のフ

ェードメーターを使用した。

　塗装及び塗膜付着力の測定：  ポリウレタン系塗料

で常法により塗装し，「特殊合板のJAS」の平面引張

り法に準じて塗膜付着力を測定した。
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　実験結果

　ミズナラ鉄汚染材面に無機酸，リン酸塩，金属の塩

化物，フッ化物などを2.5g／m2塗布し，常温に1晩

放置して，鉄汚染の除去効果を調べたところ，シュウ

酸，亜リン酸，次亜リン酸，メタリン酸，ピロリン

酸，オルトリン酸の処理材が，明度及び彩度，色相と

も健全材にほぼ近いものとなった。塗布量を0.1～

5g／m2　と変えて，これらの物質の除去効果をさらに

比較した結果，シュウ酸が最も少ない量で脱色でき，

次いで次亜リン酸，亜リン酸の順であった。

　脱色材を直射日光下に暴露して光変色の挙動を調べ

たところ，シュウ酸塗布材が著しく黒色方向に変色し

た。

　シュウ酸の塗布量を，材面に結晶が出るまで増加し

ても，多少，黒色になるのが遅くなるだけであった。

この色もどり現象は，シュウ酸の塗布で生成したシュ

ウ酸鉄が光分解し，その結果生じた鉄イオンが再び木

材成分と反応したためと考えられる。

　シュウ酸は強酸であるため木材に酸やけを引き起

す。すなわち，シュウ酸添着材面は光照射しない場合

でも赤変する傾向がある。この酸やけはpH2.0以下で

起ることが知られている1）。そこで何らかの物質をさ

らに塗布することで，酸やけと色もどりを同時に防止

する可能性を検討した。

　材面のpHを酸汚染の生じない2.0ぐらいまで高

め，鉄イオンと反応して光に安定な構造を形作るよう

な働きも同時に有する物質を見出すため，各種塩類や

酸化防止剤など30余種の物質をシュウ酸処理材面に塗

布して光照射したところ，第1リン酸塩，次亜リン酸

塩，第1亜リン酸塩，へキサメタリン酸塩に効果を認

めた。薬剤価格と脱色度を考慮すると，第1リン酸ナ

トリウムを使用するのがよい。塗布量については，

10g／m2までは塗布量に比例して抑制効果が高くなる

が，それを超えると晶出してしまう。

第1図　シュウ酸と第一リン酸ナトリウムで処理した鉄
　 　　汚染除去ポリウレタン塗装材の光変色度

　第1図はシュウ酸を1.5g／m2塗布し，さらに第1
リン酸ナトリウムを2.5g／m2塗布してポリウレタン
系塗料で塗装した鉄汚染除去材の光照射の結果であ
る。シュウ酸添着のみのものに比べ著しく光変色度が
小さく，健全材のものとほぼ同じ変色を示す。この塗
装材の塗膜付着力には除去薬剤併用処理の影響は認め
られなかった。
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